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延髄電気刺戟によう舌，陰画及び脾臓容積

　　の変化並びにその相互関係について

金沢大学医学部久留外科教室（主任　久留勝敏授）

相　　原　　一一　　郎

　　　1議蜘．4∫んα？・α

　　（昭和29年1月6日単蹄）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1緒

　1940年久留教授18）19）20）121）22）23）24）は延髄と

脊髄下部を連絡する一新経路（薦髄延髄路Tra－

ctus　sacro－bulbares）を初めて記載せられたが，

その後骨盤迷走紳経iPelvic　vagus　28），胸髄延髄

路T…t・・th・・a・・一b・1b・・ls　29）31）等の脊髄延髄

間砂面が引きつづいて閾明せられ，而もこれら

の研究の結果それら終末の附近に延髄内植物祠1

経中枢の存在が予想せられるに至った．こヒに

おいて山本62）は猫において，武藤59）は蛙におい

て夫々延髄内．血管蓮動中枢の位置を確定し，叉

深谷12）は犬について延髄の骨盤臓器自律中枢の

位置を，叉杉原57）は猫において延髄の胃並びに

小腸自律申枢の位置を夫々確定し得た．ヒれら

の諸中枢が何れも互に密接して存在し，而も

形態学的に証明された求心性経路の麺髄内終末

部位に近接して存在することから，教授は骨盤

言

及び胸腹部臓器にお・いて知覚性二重支配の仮説

を樹立せられるに至った．

　一方敏授2の22）25）26）30）は早くより味覚と興浜

との間の近似性並びにそれに卜う両感覚伝導に

関与する末照照1経の走行に関する解剖学的類似

性，並びにその生理学的意義についても注意を

換起されて來られたが，これらの感覚に関与す

る舌並びに陰茎は共に著明な血管拡張機構を有

するととから，脾臓を対照として，延髄刺戟に

よる両者の潤目流配置の相対的関係に帰国せられ

るに至った．私は上記諸研究を基礎として犬に

おける延髄内血管蓮動中枢の位置を明らかにす

ると同時に，～二の動物において舌，陰茎及び脾

臓容積に及ぼす延髄刺戟の影響を系統的に調べ

その相互関係を知るため，下記の実験を施行し

た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　II実　験

　実験動物としては18時聞以上絶食せしめた成熟せる

犬及び猫を用いた・0・05／kg　Isomita1の腹：腔内注射

により麻酪を行い，気管内に「カニューレ」挿入，右

側総頸動脈を迷走神経及び交感神経を損傷せざる如く

周囲組織より剥離し，血圧測定用「カニューレ」を挿

入する・次いで左回直腹筋切開にて開腹，脾臓を腹腔

外に露出し，胃との間の連絡を結紮離断す．膵臓との

間は切断する必要を認めぬことが多いが，この操作を

必要とする場合は，紳経を傷害せぬよう細心の注意を

払わねばならぬ・かくて周囲臓器より遊離せる脾臓は

方　法

再び腹腔内に還納し，実験直前後記のオンコメーター

を賦する．次に陰茎包皮に縦切開を加え露出せる陰茎

をオンコメーター中に入れる．第4脳室の露出は後頭

下切開，小脳別出により目的を達するが，この際止血1

と延髄の愛誕に万全の注意を必要とする．かくの如き

種’々の手術による直接の影響を可及的除外するため，

約1時間待って後3回忌て刺戟を開始する．番は刺戟

開始の直前オンコメータ〆を回した．

　｝Ill臓容積測定にはSch醗er45）の藩法に從いグッタ

ペル即製のオンコメーターを使用したが，その蓋には
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硝子板の代りにセルロイドを用い，脾軌静賑を圧す

ることを防いだ．舌及び陰茎の血管蓮動観察にはオン

コメーター法，肉眼的観察，舌静脈叉は陰茎背静脈に

「カニューレ」を挿入し，これより流出する血液量を測

定する方法等，多くの手技があるけれども，私の実験層

の如く各種臓器における変化を同時に記録し，しかも

長時間に亘る観察が必要な場合には3オンコメーター

法が最適と思われたので，これを採用した．しかしな

がらPiotrowski　49）の装置を敗良して壁を一重とし3

叉金属の部分はグッタペルカを以てこれに代えた．こ

れはグッタペルカが細工し易く，且つ適度の脳力性を

もつことにより生体になじみ易く，気密となすに好都

合であったからである．なお充分気密となすために，

睨脂綿にワゼリソを塗布して適宜使用し，比較的容易

にその目約を達することが出出た．

　これらのオンコメーターはすべてMaas　37）の容積描

記器の梢ヒ改良せるものに蓮結し，その変動を血圧と

共に煤紙上に記録せしめた．叉実験は主として3月よ

り8月目間の室温15。～25。Cの間で行い，且つ実験

中は極力室濫の変化による影響を防止し，又必要に応

じ恒温器を使賦した．

　上述の方法の外5例においてAmerizo1（クラーレ製

剤0・15～0・2rng／k9）の趣脈内注射後人工呼吸の下に

実験を進め，呼吸その他身体の動揺による影響を除外

することに努め，結果の正確を期した．

　刺戟には教室の山本・深谷。杉原等の実験に準じ

て，太さ0・08mmの軍極電極を陰極側とし（陽極側

は切開創の皮下に浸入固定す），Thyratron制禦のも

とに0．1μ：Fの蓄電器放電々流（波高電圧略ヒ0・8V・

刺戟頻度は毎秒50回）を加えて延髄の全領域を種々の

深さで盲目的に刺戟し，舌，脾臓及び陰茎における反

応を捜した．これら臓器の何れかに反応を認めた場合

は，電極の位置を変ずることなく，0・01mAの直流を

3秒聞通電することによって，該部に水素ガス発生に

よる組織の破壊を生ぜしめ3実験終了後連続切片を作

製Weigert髄鞘染色を行い，反応部位を確認した．

犬37匹，猫11匹を使用し，反応を得た部約200箇所を

標本上に確定することが出納た．猫は主として脾臓容

漬の変化と血圧との関聯の検討に使った．

III実　験：成績

　1．延髄刺戟の脾臓容積並びに並旺に及ぼす

影響

　脾臓が延髄の電気刺戟に反応する場合の様式

は大別して次の3通である．

　（1）延髄の刺戟と同時に血圧の上昇を証し，

同時に脾臓の牧縮を見る場合．

　（2）延髄の刺戟と共に血圧下降し，脾臓が

拡張する場合．

　（3）延髄の刺戟の開始と同時に先ず脾臓の

容積を変ずることなく血圧のみ下降し，刺戟の

終了と共に脾臓が牧如して，血圧が旧に復する

場合．

’先ず脾臓の牧野を惹起する延髄の刺戟部位

中，反応の最：も恒常的に見られるのは，友白丁

吻側端に相当する高さの孤束周辺の友白質及び

これに接する網羽織中で（第5図E），これより

吻側は大体オリーブ核吻側端の高さに至る範囲

であるが，吻側に：向うに払い逐次内方に広がり

基底友白質の外側牛が網様織と相接する一帯に

比較的薄い暦として認められるに至る（第5図

B，C，　D）．しかしかかる部の刺戟では一般的

にその反応の程度は減弱することが多い．その

刺戟が脾臓の牧縮を起す部位の尾側端は略ζ閂

の高さに迄達するが，友白二野側端と閂との中

央部（以後三白翼中央部≒略称）より尾側では，

孤束附近より網四這外側部に広がっていく傾向

がある．この高さでは孤束周辺の刺戟はかえっ

て拡張反応を示す場合がある。

　刺戟によって脾の拡張が引き起される部位

は，概ね荻：白翼中央部に相当する高さより閂の

梢ぐ尾側迄の範囲の孫束周辺に認められるが，

閂に近づくに從い反応の程度は堅くなり，且つ

出現する頻度も多くなり，閂の高さではこの部

の刺戟によって恒常的に脾臓の拡張反応が得ら

れるようになる（第；5図：F，G，　H）．同様の反

応を起す部は二二ぐ二二翼吻測端より閂附近迄

の範囲の比較的深い網様織内にも認められる

が，密集する傾向が禰ζ少ない●この鍾の拡張
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を起す点は，尾側に向うに詠い孤束に接近して

分布する傾向が彊くなり，閂附近において油魚

周辺の拡張領域に接続する．

　次に刺戟絡了後初めて脾臓の牧縮を引き起す

部位は，顔面三品鼠尾側端附近の高さで主とし

て網様織内側部ヒこ認められるが，刺戟によって

脾臓の牧縮の引き起される程度は弱いことが多

い．

　上述の所見を総括するに脾臓に反応を起す部

の存在範囲は，略ミ延髄内の血管運動二品の存

在範囲に一致する（第3，5図）．

　2．延髄刺戟の舌並びに脾臓容積及び血圧に

及ぼす影響

　延髄刺戟による舌容積の変化は，脾臓の場合

と異なり，刺戟に応じて直ちに現われ，刺戟の

終了後或》・はその三途において出現した場合は

一例もなかった．反応の旧式は次の3通であ

る，

　（1）延髄の刺戟と共に古’の膨脹を見る場合．

　（2）延髄の刺戟と同時に舌の縮小を見る場

合．

　（3）延髄の刺戟と共に舌の縮小：或いは舌筋

の攣縮を思わせる反応を認め，刺戟終了と同時

に舌の膨脹を見る場合．

　先ず刺戟によって舌の膨脹を引き起す麺髄の

部位は，吻側は顔面耐経二二側端附近の高さよ

り，尾側は概ね友白：翼中央部の落1さ迄の，主と

して孤束周辺の次白質及び網三二中に分廊する

が（第4二二牛），特に友白翼吻側端より急ぐ

：Luschka氏孔の高さ迄の間の上記部位の刺戟は

恒常的に舌の膨脹を惹起した．～回れらの部位の

分布は，顔面二品旧記側端の高さ（第6図A）

では基底次白質の外側牛と三叉祠軽脊髄根回と

の間の網二二中に比較的密集して認められ，

Luschka氏孔の高さ（第；6図13）に敵いては棺

ヒ内：方に向い，基底友白質の外側牛の腹側縁に

接する網様織中に現われるが，ヒれより尾側に

おいては漸次孤束に近接した友白質及び網隊織

申に密集して現われる傾向を示す．二二翼吻側

端（第6図E）より尾側の孤束周辺の刺戟では

舌の膨脹の程度は低く，かえって縮小反応を呈

することすらあった．なお稀ではあるが閂附近

の刺戟で軽度の膨脹反応の見られた場合があっ

た．

　舌の縮小反応を引き起す部位の分布は膨脹反

応を引き起す部位に接続してその尾側に連り，

吻側は友鳥；翼中央部の高さより尾側は閂の梢ζ

尾方に迄達する（第4図左4り．～これより尾側の

刺戟では反応を得るととは稀で，且つ反応を呈

した場合でもその程度は弱かった．なお友忌詞

吻側端より閂附近迄の範囲の三叉祠軽脊髄根面

の内側縁に接して網様織の晦外側より背内側に

かけて舌の縮小を引き起す部位が認められた．

　第3の反応は主として孤束島辺の膨脹を引き

起す部位，或いは一部網檬織内の縮小を引き起

す部位の刺戟によって認められたが，との種の

部位の分布を系統す：けるととには困難を感じ

た．この鍾の反応はクラーレを注射すると，縮

小叉は攣縮様反応が浩：失し，膨脹反応のみをの

こすことが多いととから，おそらく知覚繊維に

も刺戟が加わり，反射的に古筋の蓮動を引き起

したものと解釈したい．一暦嚴重な実験条件の

下にその本質を明らかにし得るものと思われ

る．なお三叉祠！経脊髄根核及び孤束の吻側牛の

刺戟によつごは，舌筋の攣縮様反応或いは舌の

縮小並びにそれに続発する膨脹を見るヒとが多

かった．同檬の反応は顔面祠軽核の刺戟によっ

て：も記録せられたヒとがある．孤束の尾側牛の

刺戟では縮小反応が現われるのを見た．

　とれら舌に現われる反応と脾臓及び並｛圧の変

化との関係を考察するに，一般に舌の膨大する

場合は，血圧の上昇と共に脾臓の牧縮を見るご

とが多く，舌の縮小に際しては脾臓の拡張と同

時に血圧の下降を呈する場合が多かったとV・え

る．しかし乍ら面白翼吻側端附近の刺戟では稀

に舌，脾臓共に縮小し，血圧のみ著明に上昇す

るのを認め，又友白翼中央部の高さよ引｝三筆

尖の高さ迄の範囲で，刺戟により血圧上昇を見

る場合は，脾臓，舌共に縮小反応を呈する場合

が多かった．なむ閂附近の刺戟で著明な血圧下
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降を引き起した時には，舌，脾臓共に拡張反応

を見た場合が例外的にある．顔面榊経核尾側端

附近の刺戟で舌の膨脹を認めた場合は，かえっ

て血圧が下降し，且つ脾臓の玉繭が勅｛望終了後

に見られたのは，前蓮の通りである（第3，4，

5，6図）．叉舌が縮小或いは攣縮様反応後に

膨脹した場合，及び三叉祠軽脊髄根核並びに孤

束の刺戟によっては，脾臓，拍旺に定型的な反

応が得られなかったといってよい．

　3．延髄刺戟の陰茎容積並びに脾臓容積血圧

に及ぼす影響

　延髄刺戟による陰茎容積の変化は前記の刺戟

条件にお・いてはその程度が低いととが多く，時

として判定に：苦しむ場合もあったが，略ζ次の

ことがV訣（得られる．　　　　　　　　　　．

　先ず延髄の刺戟に対し陰茎が容積の増加を示

す場合，その時岡的関係を見るに，刺戟開始と

同時に膨大する場合，刺戟継続中その中途より

膨大する場合，及び刺戟絡了と共セこ膨大を見る

場合の3通の反応様式を区別する～二とが出男ぐる

が，刺戟部位の差を以てとれら反応の差異を説

明し得るには至らなかった．かように反応の様

式の異なる原因が，如何なる解剖学的或いは生

理的の機構に関連するかは，更に詳細な検索に

より明らかにさるべき問題と考える．

　その刺戟により陰茎容積の増加を引き起す麺

髄の部位は，友白点吻側端の高さより鷹の梢ミ

尾1素話の範囲に限局し，特に著明に反応を惹起

する：部位は，孤東附近の次白質に集中するのを

認めた．中でも殆んど恒常的に陰茎容積の増加

を捌したのは，友顔翼中央部の高さより筆尖附

近迄の孤束周囲の友白質の刺戦の場合である

（第6図’F，G）．ヒの範囲より吻側及び尾側の

刺戟にむいては，陰茎に現われる反応の程度は

低いことが多かった．なむ次白煮吻側端附近及

び閂附近の刺戟によっては，かえって陰茎客積

の減少を以て応ずる場合もあった．

　延髄の刺戟によって陰茎の縮小を見た場合は

全例におや㍉て，縮小は刺戟と同時に起るのを確

認した．

　陰茎に縮小を起す諸点の分孔する範囲は．次

の2つに：大別」出來る．即ち一は略ぐ友白翼吻側

端より閂の猫ζ尾側に至る聞の，腹側叉は腹外

側の網照臨であって，ここでは反応を認めた刺

戟点は比較的散在し，而も殆んど恒常的に反応

を得ることが出來たが，これらの刺戟：部位の分

布は友白赤恥側端では甚だしく散在性で，その

最腹側のものは網楊：織の最腹側縁に迄達する

が，誌面附近より尾側（第6図G，H）では，

比較的密集の傾向を示し，基底次白質に隣接し

た網紬織背内側部に限局して：証明される．今一

つの存在部位は陰茎の膨大を引き起す部位に接

続して，その吻側に見られ，概ねオリーブ核の

浩失する高さ迄の，主として孤束周辺の友白質

及びそれに接する網様巽中に比較的限局して証

明される．との範囲の刺戟に．よって引き起され

る反応の程度は低いことが多い．

　私の実験にむいては，明瞭な勃起を証明し得

た例は一例もないが，ヒれは前述の如く刺戟に

極めて弱い・電流を用いたナこめと思われる．上記

の陰茎容積の増加を引き起しブC部位中に勃起を

起す部位が含まれておるものと考えて差支えな

V・であろう．

　さて延髄の刺戟によって陰茎容積の塘加を見

た場合には、一般に脾臓は牧憂し，血圧は多少

共上昇するととが多いが，閂附近の刺戟で陰茎

容積の増加を見，而も血圧が著明に下降する時

は脾が同時に拡張するのを例外的に見た．又延

髄刺戟によって陰茎容積が減少する場合，友白

翼吻側端より吻側の刺戟の場合は脾臓の牧民と

共に∬汽圧の上昇を見るヒとが多いのに反し，友

鳥翼吻側端より尾側網樗織腹外部より背内部に

亘る部の刺戟で陰茎容積の縮小を見た場合は脾

臓は拡張し誌面の下降するのを証明した．

　4．延髄刺戟による古，脾臓，陰茎反応及び

血圧変化の和互関係並びに小盗

　舌，脾臓，陰茎及び血圧の4者に現われる変

化を良好な状態で同時に記録することは，技術

的に極めて困難で，ヒの種の実験に成功したの

は杢笑験語中僅かに12例に過ぎない．而も4者
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に現われる反応の紐合せば複雑で，ヒれを系統

づけるに梢ζ困難を覚えるが，大別して次のこ

とカ§いい船号ら伍しよう．（：第；3，　4，　5，　6図）．

　（1）延髄の刺戟で舌膨脹，陰茎及び脾臓の

容積縮小，血圧の上昇を認め得た場合．

　舌の膨脹を以て反応する部位中オリーブ核の

消失する高さより友白翼吻側端に至る範囲の刺

戟の際に，この形式の反応が4例7点に認めら

れた．

　（2）陰茎容積の増加，舌及び脾臓容積の縮

小，」重旺の上昇を引き起す場合．

　陰茎容積の増加を引き起す部位中，主として

三白翼中央部の高さより略ζ筆尖迄の範囲の刺

戦により，4例5点にこの形式の反応1が現われ

た．

　（3）舌，陰茎，脾臓に同時に容積の減少が

見られ，而も血圧の上昇の観察せられる場合。

友白雨吻側端にあたる恒常的に血圧上昇反応を

示す部位の刺戦の際稀に（2例2点）～二の種の

組合せが見られた．

　（4）『舌，陰茎，脾臓共に容積の肥大を参包，

同時に血圧の下降を現わしブヒ場合．

　閂附近の刺戟でエ貞し圧が著1り二二下降した：場合例

外的に（2例3点）この組合せの反応が見られ

た．

　（5）舌，陰茎共に縮小，これに反し脾臓は拡

張，そして同時に血圧の下降を現わした場合

　深部網様織内の血圧下降部位の刺戟の際にと．

の組合せが6例7点において認められた．

　（6）舌，陰茎は共に膨脹し，同時に脾臓の

牧縮と，並旺の上昇を認める場合．

　主として三白七三側端より荻白翼中央部の陶

の範囲の血圧上昇部の刺戟時にこの糸旺合せが認

められた（5例5点）．

　以上蓮べた実験成績を小点するに，舌，陰

茎，脾臓3臓器の容積に変化を及ぼす麺髄内の

刺戟部位の分布域は延髄における血管蓮動申枢

の存在部位と略ぐ一致するか，或いは極めてこ

れに近接して存在するものと結論出來る．換言

すればその刺戟が上記3臓蕃の容積変化を來す

延髄の部位は概ね孤束と雫行，：或いはとれに重：

聾した山回の部分として認められ，而もこれら

の部分中三白二三側端より吻側の部の刺戟によ

って，舌の膨脹と同時に脾臓及び陰茎の容積は

減じ，而もi亀圧の上昇を見るととが多く，これ

に反し友白丁中央部と二二との聞の部の刺戟で

は，陰茎の膨脹と同時に舌及び脾臓は容積を減

じ，而も，血圧の上昇を見ることが多い．友白翼

吻側端附近の刺戟では3臓器共に縮小して拍L圧

の著明な上昇が見られることが例外的にあり，

詰れより尾側次白山の中央部の高さ迄の聞の刺

戟では概ね舌，陰茎共に膨脹：して，脾臓牧侵

し，揃旺上昇反応が得られる．三二附近の刺戦

におV・ては3臓器が何れもその容積を増して，

J直工圧が著明に下降するのが稀に認められた．～こ

れら異なる反応を呈する部分の互の境界は比較

的不鮮明で互に重蝿しておる感があり，その移

行部における刺戟では各臓器の夫々の＝部位の特

異の反応が入りみだれて出現し，3者の紐合せ

による複雑な反応を示すものとい吏る．ヒれら

の互の境界は刃蕾精密な実験方法により明らか

にし得るものと信ずる．

　これ忙反し網様織腹外部より背内部に亘る部

位の刺戟の際の反応は殆んど一定で，前述の孤

束近侵の刺戟の際の如き複雑な変化を示さす，

脾臓の拡張，血圧の下降と共に門並びに陰茎の

縮小を見た．

IV総括及び考察

私の実験においてはバルビタール系の麻醇藥

を使用したが，このものは脾臓8）の牧縮を胡i制

し血圧下降，末楕血管を拡張する性質を有し，

その点において公正な判断を下すに不適当の感

がある．しかし乍ら麻醇の実施を容易になし得

る点において他の麻1埣i藥に勝ってお・るものと思
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われる．私の実験では過麻醇に陥らせぬ限り，

との種の欠点は実験の途行に大きな障碍をなさ

なかつ允ものと考える．ヒの藥品の有する藥理

作用を実験の結果から少しでも除外するため

に，麻醇を行う時は先ず計算王必要な量の垢を

腹腔内に注射し，麻醇の程度を観察の上適宜筋

肉内注射を追加し，過麻醇の歌扇に：なることを

極力防止すると共に，麻醇の深さを一定ならし

めるよう充分に努めた．なわ並工圧が90mm，Hg

以下に下降した場合は，定型的な反応を記録し

難かったので，ヒ．の種の例はすべて実験成績よ

り除外した．

　末梢血管二面の歌態を観察するには，前面の

実験方法の項に記述した如く，種々の：方法があ

るが，その手技に習熱すれば，オンコーメータ

ーによる力法が比較的容易で，長時間の実験に

耐え得る利点がある．しかし静脈圧迫により壁

ゴ氏を來し易V・こと：と，気密にし難い：欠点があ

る．とれらの短所は万全の注意を払い，叉その

方法の要領を会得するととにより，比較的容易

に廻避二二るものと信ずる．

　次に刺戟の方法について述べると，山本がゴ江

二二動中枢を追求以來，敏室においては：延髄内

刺戟実験にはすべて同一の方法を探川してわ

る．斯の如き微小電極を使用し，而も微躬電流

を以て刺戟する時は，僅かに1mmの距離的差

異も明らかに異なった反応を現わすことが多い

ことから，組織傷害の程度は双極電極の場合に

比し，比較にならぬ程微小なものであると断言

出來る．

　さて延髄にお・ける鍾匠管　動中枢の局在につい

ての系統的研究は，Ow〕jaDikow　4s），　Utt！川r　9）

等しud“・テg学派の業績を最初として・枚挙に蓬

がないが，特にRanson一派の研究が注目に値

する．即ち1916年RaDSOI1＆BiUingsley　53）i・諸歯

に二おや・て笙4脳室底に血圧上昇点及び下降点を

証明し，次いで1939年Wan9＆Ranson　flo）は再

びごの聞題を，とりあげ精力的な研究の結果を報

告しておる．彼等は猫にお・ける血圧上昇点の位

置を基底友白質及びとれに：接する外側網様織の

背側部に求め，血圧上昇部の内側網様織の刺戟

から軽度の並t圧下降反応が得られ，延髄の尾側

附近ではその背側の比較的表層の刺戟によって

著明な血圧下降反応を得ておる．彼等は～これら

反応を得た諸点に対して中枢という言葉を使用

するととをつとめて避iけておる，Alexander　1）

（1946）はWallg＆Ransonの実験を追試し，

略≧同様の結論に到達したが，脳幹の切断試験

を併せ行い，これらの反応を示す諸点が明らか

に並L管蓮動中枢自休であると断定してむる．一

方i教室の山本もRanson等の実験を追試し，彼

等よりもなお一暦限局した部位に血管運動中枢

を確認し得た．即ち三白翼吻側端の高さで孤束

の周辺及びこれに接する網二二中に著明な血圧

上昇域の集合を認めた，

　ヒれより尾側では血圧上昇点は次第に腹側に

移り，血圧下降を以て応ずる部位に相接してい

るのを認めた．これら血圧上昇中枢の吻側端は

オリーブ品品側端の高さであって，このものと

友白湯吻側端の高さの聞では，基底荻：白質の外

側宇で網様織と相接する一幣に，薄い暦をなし

て軽度の』胤圧上昇を以て応ずる部位がある．血

圧下降を以て応ずる諸点は二二翼の略ヒ中央の

高さより悶の尾側1mmの高さに亘る範囲で，

孤束の周辺に比較的限局して二二に集積する．

かくて延髄内血管運動中枢はRan・・n等の最

初考えた如き点状のものではなく，柱1伏の構成

をもつものであることが制明したが，その位置

が腰仙髄延髄路（久留）の終末部位と重点し，

眠いば山行して存在することは極めて興味深い

事実でなければならぬ．私の実験から得られた

犬にお・ける延髄二一血圧中枢の位置は殆んど完金

に山本の結論と一致しておるが，血圧下降反応

を呈する点を多数に証明し得たのは，恐らく麻

醇藥（山本は主としてBrotacin及び1）｛a1）の

粗違に基因するものと考えられる。

　脾臓の末梢性榊経支配及びその容積の変化と

一般血圧の変動との関係についての研究は，古

くRoy　52），　Sch齪艶r＆Moore　55），を初めとし，

数多く見られ，木品に．おいても尾形45），西丸40）
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41）42）の研究がある．しかし乍らこの方面の研

究は　：Barcroft＆Nlsimaru　2）3）4）が1932年に発

表した論文によって，略ヒ結論を与え，られ鳥た感

がある．しかるに脾臓容積の変化と脳幹との関

係を記載した報告は殆んど見当らす，僅かに前

記Royの延髄内血管濡濡中枢刺戟により一般

動脈の牧縮，1血圧の上昇と共に，脾臓の著明な

牧縮を認め得たという報告と，Chen，　Lim，

WaD9＆Yi　7）が延髄内交感祠懸中枢の各種臓

器に関する関蓮を追求した一連の実験中で脾臓

に関しても言及した報告を挙げ得るに過ぎな

V・．Chen等は一先す第1編におV・てRans・D＆

：BiniDgsleyの血圧上昇点を刺戟して，各種臓器

の交感性蓮動を観察しておるが，脾臓について

は犬（両側迷走弱毒を切断せる）を用いて実験

し，小腸容積の変化と共にこれを記録し，漏出

の上昇と共に両者が牧縮することを記載してお

る．叉第III編の論文中にその刺戟により脾臓

が牧縮を以て応ずる諸点を，第4脳室底のユ1箇

所に投影記載しておる．最：後に第VII編論文に

おいて交感減軽抑制中枢の実験を行い，Ranson

＆Bi11illgsleyの血圧下降点の刺戟による，脾臓

の反応について記載している．即ち閂附近を刺

戟して脾臓の拡張と通論の下降を見，叉延髄の

立旺上昇部を切除し，その前後における脾臓容

積を比較し，切除後において脾臓が拡張し，血

圧が下降するととを証明し得ておる．破等の実

験が軍に1箇所の刺戟或V・は刺戟点の第4脳室

底への投影にとどまる点から，私の実験と嚴密

な意味で比較し得ないのは残念であるが，その

反応の得られた刺戟部位が三白翼近傍に多い点

において私の実験と相一致し，又脾臓と血圧の

関係においても，我々が証明し得た，顔面剥軽

核尾側端附近の脾臓絹縮部に言及していない点

を除いては，その結論は略ぐ我々のものに一致

している．

　脾臓が血圧の昇降に重大な関蓮があるととは

古くから注目されておる所で，私の実験におい

ても脾臓に反応を起す延髄の刺戟部位が血管蓮；

動中枢と略ヒー致して存在し，血圧の変動と脾

臓容積の変化とは密接な扇売に立つことを示し

ておる．換言すれば一般血圧が上昇する場合に

は，脾臓は牧試し，貯藏血液を血．忌中に供給す

るヒとによって血圧上昇をたすけ，血圧下降の

際は脾臓申に血液を停滞せしめることによって

大循環中の血液量を少なくする．叉何らかの原

因により一般血圧が急激に下降した場合は，脾

臓内に貯留する血液を血流中に供給して，血圧

を不常に復せしめるべく努めるものである，こ

れらの事実は，各種藥品，心血，輸液によっ

て，一般血圧を昇降せしめた場合における．脾

臓容積の変化によって容易にとれを証明するこ

とが出來る．

　なおヒれらの反応部位が，最：近石田15）により

初めて記載され，久留教授により胸腹部臓器に

対する知覚性2重支配に関与するとされて：拾

る．胸髄延髄路の絡末部位に近接して存在する

ことは，前記の如き脾臓の反応と考えあわす

時，一暦興味深い事実といわねばならぬ，

　古血管の末柵i獅申経支配に関する研究は前世

紀より多数の学者により行われ，略亡完成さ

れた感がある．即’ちIsergin　16），　PiOtrOWSki　49），

Macho】u．　Schilf　36），協本61），橋本1→），弓場63）

等により舌の血管拡張作用を有する祠軽として

は舌祠i経，舌咽榊経が挙げられ，舌下祠軽及び

頸部交感瀞経には舌血管の二二作用があるとさ

れておる．しかるに延髄内における舌血管蓮動

についての一吹中枢に関する研究は，私の二二

せる範囲内では，内外の文献に全く見当らな

い．私の実験に謡いて，孤束周辺の刺戟が舌容

積に対し膨脹せしむる方向に働くことを証明し

得たが，～これは孤束が中脳，三叉，舌咽並びに

迷走乖rl懸中の求心性繊維により構成せられてお

ることを考えあわす時，極めて当然のことと思

ヌわれる．而も特定の部位の強力なる血管拡張

は，局所における血流の増張，即ち全身的な血

圧の上昇，換言すればその局所を除外した身体

の各部における血管縮小を待って初めて期待し

得られることを考える時，これら舌の血管拡張

を起す部位が，延髄内血管蓮山中枢に近接或い
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は一部一致して存在し，その刺戟によってヂ血

圧の上昇と共に脾臓の牧縮を見ることは極めて

当然のととでなければならない．一：方又とれら

舌の血流増強を起す部位が，嚢に杉原によって

証明された延髄内胃小腸運動中枢及びNageotte
43jの記載した味覚中枢と近接して存在すること

も，食餌撮取に継続して行われる清化作用を考

慮する時，極めて当然のことといわねばならな

v、．

　陰茎の血管蓮動に関する脊髄内一次中枢につ

いての研究は古く前世紀より行われ略ぐ明ら

かにされておる．即ちBlldge　6）のCentrum

genrtOSpfnaleに関する研究を初めとして，

Eckhard　lo）（犬及び兎），　Scherrlngton　5q）（猿），

：Lallgley＆Anderson　34）（猫），　MUIIer　3う（犬），

Goltz　13）（犬），1）ussep　50）（犬」，　Sarbo　54）（人）等

の詳細な研究がある．しかし乍らこのものと脳

幹との関係を記載した：丈献は，古くからその関

係について云々せられておるにもかかわらず，

殆んど見当らす，僅かにEckhard，　Pussepの報

告を数え得るに過ぎない．PussePが犬におい

て第4脳室底の迷走紳経核近傍の筆馬上角部を

電気的に刺戟することによって，勃起を証明し

たという記載はBechterew　5）の著書中に引用

せられている．

　遺憾なことにPusse1）の原著は入手出心す，

その上：Bechterewの引用も極めて面一で，私の

域績と詳細に比較検討することが湿來なV・．し

かし乍ら私の陰茎の膨脹を証明し得た延髄の部

位中に，彼が勃’起を認め得た点が存在するとと

は略ζ確実なものと考えられる．

　嚢に久留i教授は初めて薦髄延髄路Tractlls

sacro－bulbaresを記載せられ、，とのものが性感

に蘭係を有すべく，その絡末部位が生理学者の

延髄内生殖器中枢の少なく共一部をなすであろ

うということを推定せられたが，私の如上の実

験成績はとの推定に対して積極的な生理学的根

拠を与え得たものと信ずる．

　上述の如く，一定の領域における強力な血流

の増強は，全身的の血圧上昇，換言すればその

領域以外の血管の牧縮を前提としているもので

ある以上，勃起に際しては，陰茎の血管拡張と

共に，血圧の上昇，他臓器の血管牧縮が現われ

るべきであって，私の実験において陰茎の膨脹

に際しては，殆んど恒常的に脾臓が廃藩し，而

も多少にかかわらす．垂t圧の上昇を認めたととは

極めて当然の～二とといわねばならぬ．

　なお深谷の膀胱直腸中枢が上記陰茎に反応を

現わす部位と殆んど同じ位置を占めることも，

とれらが同じく骨盤内臓器をなす点から，極め

て興味深い所でなければならない．

　さて以上述べた延髄刺戟による各臓器の反応

が，刺i経細胞自休の刺戟によって発現したもの

か，或》’は祠軽繊維を刺戟した結果であるかを

決定することは不可能に近い．しかし乍ら刺戟

に対して反応を以て応じた諸点が，延髄内の比

較的限局した部位に密集しており，襲に証明さ

れた山本のゴ且管運動中枢，深谷の膀胱直腸中

枢，杉原の胃小腸中枢等と極めて近接し，或い

は同一部位を占むる点から，とれらの領域にこ

れら諸臓器に対する延髄内血管潜心中枢を仮定

することは，決して不自然ではなかろうと信ず

る．

　さて：LaDgユey　35）の所謂副交感祠1経の発する

場所は，脳幹特に延髄と，薦髄とに独占せられ

るが，とれら領域からは他の部位に見られなV・

著明な血管拡張紳経即ちNコingualis及びN．

crigentesが発する．との両祠1経の支配下にあっ

て，夫々特有の生理学的意義を有する，舌及び

陰茎の血管蓮動の欺態を，一般血圧の昇降，並

びにとのものと最：も密接な関係に立つ脾臓容積

の変動とを対照として，相互の聞の関係を論じ

た研究は，内外の文献に全くとれを求め得な

い．嚢に久留教授は解剖学的及び生理学的事実

より味覚と性癌とは感覚として多大の共通点を

有する他，その末楕伝導においても幾多の類似

点を持つことを明らかにせられた．而も～これら

両感覚は食餌搦取（個体保存能），性交（種属保

存能）という2大原始機能に関係し，この両様

の機転は，その活動が一旦開始される時は，広
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汎な領域における横紋，『工滑筋の極めて活濃な

律：動的蓮動，多数腺組織の旺盛な分泌を件うも

のであり，上述の限局した部位の，血管拡張に

因する∬旺流配置の変動はいうに及ばす，更に広

範囲の領域に著しい血流配置の変動を要求する

ものであって，一方の活動は必然的に他方に抑

制的に作用するものである．而も全植物機能を

通じて現われる牧縮拡張両機転の交代を，潤滑

に運営するためには，遠心性機構において：も叉

求心性機構においても示中経性二重支配が必要で

あるという仮説をたてられたが，私の上記実験

は教授の仮読に対し新たな生理学的根拠を与え

得たものと信ずる．

V　結

　18時間以上絶食せしめた48匹の犬及び猫につ

いて，イソミタール麻冠，小脳除去後歯4脳室

底を露出し，延髄の各部分に種々の深さにおい

て：微小電極を刺入し，Thyratron制禦の下に刺

戟を加え，舌，脾臓及び陰茎の容積の変化を，

オンコメーター法により血圧の変化と同時に，

煤紙上に記録した．変化の現われた場合は刺戟

部に直流を通じ小孔を開け，組綴学的にその位

置を確定し，次の結論に到面した．

　（1）犬における延髄内血管運動申枢は，山本

が猫について確立し得た血管運動中枢と略亡同

様の位置に存在する．その刺戟によって脾臓に

牧縮を引き起す延髄の部位は，無冠上昇中枢に

一致し，拡張を引き起す延髄の部｛）1は拍旺下降

中枢に一致する．但し顔面祠軽油尾側端の高さ

の庶出織中に認められる，血圧下降中枢の刺戟

によっては，脾臓の減縮が認められる．

　（2）その刺戟によって舌の容積の増大を引き

起す延髄の部位は，略ζ：Luschka孔の高さより

友白帆吻側端に至る間で，主として孤束周辺の

基底面白質及びこれに接する網横幅中に存す

る．その刺戟によって舌容積の縮小を引き起す

延髄の部位は，友白翼吻側端より閂の梢ζ尾側

に亘る範囲の，孤束周辺の友白質，及びとれに

接する網様織，並びに三叉刷懸脊髄根核の内竿

縁に接して，網檬織の腹外部より背内部に亘る

部位に存在する．

論

　（3）その刺戦により陰茎容積の増大を引き起

す延髄の部位は，友白面の吻側端より閂の稽ぐ

尾剣に至る間の，主として孤束附近の蛸脚心中

に認められる．その刺戟によって陰茎容積の縮

小を引き起す延髄の部位は：Luschka孔の高さ

より面白翼の吻側端に至る閥の，主に孤束周辺

の次白質，及び拡張を以て応ずる範囲に相当す

る，網様織の腹外部より背内部に亘る：部位に存

在する．

　（4）延髄嘉元による一舌，脾臓及び陰茎の容積

の変化と血．圧との相互関係を考按するに，舌が

膨大するに件い，脾臓，陰茎が縮小し，血t圧が

上昇するのが普通であって，陰茎が膨脹するに

応じて明らかに舌並びに脾臓が縮小し，而も血

圧の上昇を認め得た場合があった．

　脊髄延髄路並びに，骨盤迷走剥…経が共に申

問，舌咽迷走三瀞経知覚根の引湯部1立たる孤束

に隣接して終末する解剖学的事実と，上記舌，

肺臓並びに陰茎に明瞭な反応を及ぼす諸点の密

集部位が，ヒれらに極めて：近接して存在する．

生理学的事実とに注意を換起し，その相互関係

に関し從來の記載を考慮して，若干の考察を加

えた．

　稿を終るに当り，終始御懇篤なる御指導並びに御鞭

捲を賜わり且つ御校閲を辱うせる恩師久留敢授に深甚

な：る謝意を捧げるものである．なお敢室員各位の御援

助に感謝する．
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延髄における血圧及び脾臓反応点分布模式図
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第 5 図

延髄各横断面における血圧及び脾臓反応点
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　　　　第　　　6　　図

延髄各横断面における舌及び陰茎反応点
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